
「あいさつ」がよくなりました 

校長 堀  聡明 

 

「校長先生、おはようご

ざいます」「今日は○○があ

るの。楽しみだなあ。」子供

たちのそんな言葉を聞きな

がら、約１０分間、子供た

ちにあいさつをしながら迎えます。 

子供たちのあいさつが変わりました。これは、

5 月７日の全校朝会で松久保副校長先生があいさ

つの話をしました。この日の講話は、目を見てあ

いさつをしましょう、はっきりと言いましょう、

できれば、お辞儀をかわしましょう、というもの

でした。そうしますと、次の日から、ピタッと立

ち止まって、「おはようございます」とあいさつが

できる子が増えてきました。立派なものです。そ

れだけでも「よく来てくれました」と言いたくな

るほど嬉しくなります。なんと美しい、と感嘆す

るほど見事な所作であいさつをする子もいます。

ここまでくるとひとつの「技」です。『所作』は身

のこなしという意味ですが、仏教用語では、身業、

口業、意業の三業の発動した結果ということだそ

うです。つまり、言葉と体と心が一体となって現

れた姿なのですね。そう考えると、「おはようござ

います」の一言と、その所作が美しいということ

は、心も体も充実しているということです。   

 

 オリンピック・パラリンピック教育が 

行われます 

 今年度も、ソウルオリンピック銅メダリストの

水島先生がいらっしゃいました。昨年度は、マッ

ト運動の授業をしていただきましたが、5 月 28

日（月）に 5・6 年生に跳び箱運動の授業をして

いただきました。5年生は、

開脚跳びを中心に、6 年生

は台上前転やネックスプリ

ングを教えていただきまし

た。水島先生の演技も見せ

ていただき、「おおー」と感激の声がでました。オ

リンピック選手に直接教えられる経験、本物を見

た、触れたと感じた時間でした。3・4 年生は 6

月 18日、1・2年生は 7月2日にご指導をいただ

きます。 

 また、6 月 21 日には「夢☆未来プロジェクト」

として、パラリンピアン車いすバスケットボール 

京谷和幸 選手が来校します。いずれの機会も、

お時間がありましたら、ご参観ください。 

 

――・学校で学ぶ ・家庭で生きる ・地域で創る これが上鷺宮 ―― 

 

「自然といのちを守る学校」 

http:// nk-kamisagi-e.a.la9.jp/ 
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